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( i ) 
 

 

棚沢 泰 著「自動車機関学」の復刻に際して 

 

広島大学名誉教授  廣安 博之 

 

 この度、日本液体微粒化学会から、元東北大学教授、棚沢 泰 先生の『自動車機関学』の

復刻版が発刊されると聞いて大変感激している。トヨタ技術には、先生の多くの雑文が載っ

ている。これらは授業中に講義の一端として示された物であるが、詩があり、散文が有りこ

れらの方がおもしろい。序文として、講義中に我々に示されたものの一文を示しておきたい。 

 

 寺の鐘は弱く打てば小さく響き、強く打てば大きく響く。の如く。 

 棚沢先生は基礎的な事を、分かりやすく教えてくださった。難しいことは無視されるのか

と思ったら、そうでなく質問すればするほど奥深く質問に答えてくださった。 

 本記の一文は先生が指された科学書の読み方である。参考になれば幸いである。 

 

 

科学書の読み方（棚沢泰著） 

 

(1) 小説や物語は面白いが、科学書は本質的に不倫決なものである。 

 小説とか物語などの娯楽の書では、人間生活の色々な面、エロとか、グロとか、人には話

せないようなことを隠さず、露骨に曝露し、人間の好奇心や希望や空想を手軽に実現してい

る。すなわち人間のある種の欲望を本能的に満足させるが、その感じは食欲を本能的に満足

させるのと余りちがわない。 

 これらの本能を満足させるにはほとんど訓練を必要としないから、万人に面白く、歓迎さ

れるのは当然である。ある人はこれを『原始的のたのしさ』とよんでいる。 

 ところが自然科学の本では、多かれ少なかれ、頭の中で『考える』という人間の高等な、

原始的でない部分を使うから、本能的に愉快でないのは当然である。アルバート･アインス

タイン（Albert Einstein）教授ですら､その著『物理学の発展』（“Evolution of Physics”）

という易しい本の序で科学の書物はどれ程通俗的であっても、小説と同じつもりで読んでは

いけませんといっている。 

 読者諸君、諸君も科学書が嫌だからといって悲観することはない。要はそのつもりで読む

ことです。 

(2) 科学書は教科書、素養を高める本、辞書、研究論文の４つに分けられる。４つの中間

体、すなわち辞書的に羅列した教科書、教科書的研究論文等は、読んでも労多くして益はな

い。辞書をＡ,Ｂ,Ｃ‥･と初めから読み始めたら貴重な一生を棒にふっても間に合わない。 



( ii ) 
 

 素養の書とは自分の専門以外の教科書や随筆、小説をいう。 

(3) 良書とは現在第一線で研究しつつある著者がその専門について自ら筆をとったもの

をいい、できればその著者はその内容を幾度も他の人々に教えたり、話したりした経験のあ

ることが望ましい。 

 現に研究していない人の書物には、自然ににじみ出る活気がなく、他の人々に教えた経験

に乏しい人の本には独りよがりの癖がでる。 

(4) 昔から人々がほめたたえている古い良い本、いわゆる科学の古典は大人になってから

は必ずしも読まなくても良い、ただ時に素養を高める書物としてひろい読みすべきである。

しかし年の若い時、これらの書物に接すると、その少年少女の一生を支配することがある。 

(5) 初めから３０頁ぐらい読んで、その半分が大体理解できなければ、どんな名著であって

も、その人には猫に小判も同然である。 

(6) 良書を熟読するには、自分自身が著者になって、原稿に向かってペンを取っていると

想像する。ものを理解したり、考えたりするには、どんな人でも多少の差はあるが、時間が

かかる。 

(7) やや程度の高い理解しにくい書物を読むときには一回まず通読し、続いて間髪をいれ

ず再読に移る。 

 全体の景色を見ておいて、ある一部を熟視するのと、初めから一部分だけに首をつっこむ

のとでは感じがちがう。 

(8) 再読のときは、一心に色々な場合を考えながら疑をもって納得行くまで熟読する。特

に数式は自分の筆をとって計算する。三読の機会に恵まれたら、その本の内容を批判する。

どんな著者にも必ず誤がある。なお記憶の程度を試験し、出来るだけ図の実物に接するよう

にする。 

(9) 高尚らしい難解の書を良書と判断しないこと、ある日本社会の重役は私に、人に話を

するときには人には分からぬが、自分にも分からぬ、高尚ぶった内容を添えると効果的です

と忠告された。てらつてはいけない。 

(10) 書物の価値を過大視し、読書そのものが勉強だとか、研究だとかの錯覚に捕らわれ

ないこと。科学や技術の生命は本の中にはない。 

 ある人が日光の華厳の滝を知ろうと思って旅行案内を調べたところ、その高さや幅、水量

までも詳しくわかった、しかし実際滝壷の間近に立って、天地をふるわす轟音、煙のように

舞上がるしぶきの壮観に接して､内容書のもろもろの知識は一瞬にして吹き飛んだ。といっ

ている。 

 



( iii ) 
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しばらく連載を休む旨の記述がある。しかし、残り部分は「トヨタ技術」のバック

ナンバーを探しても見つからなかった。 
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